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Social

新光電気グループは、ものづくりにおいて業界一、世界一の品質を目指し、お客様の期待に応える優れた製品の開発・

製造に注力してまいりました。私たちは、発想と行動の原点を常にお客様に置き、お客様の成功に貢献し、ともに成

長し、世界中のお客様から信頼されるビジネスパートナーとなることを目指しています。

品質でお客様と社会の信頼を支える
新光電気グループは、ものづくりを通じて社会の発展、人々の豊かな暮らしに貢献するとともに、お客様にご満足い

ただき、信頼していただける製品をご提供することを目指しています。新光電気グループは、品質を事業活動の根幹

に関わる事項としてとらえ、その維持・向上に日々たゆまず取り組みます。

品質方針
私たちは「品質方針」に基づき、価値の高い製品とサービスで、お客様と社会から信頼される企業であり続けます。

品 質 方 針
新光電気工業グループは、SHINKO Wayの企業理念に基づき、品質でお客様と社会の信頼を支え、
お客様が期待するレベルの製品とサービスを誠実に提供する企業であり続けます。
これを達成するため、全社員が次の指針で行動します。

【 行動指針 】
１．お客様第一優先に徹した品質追求
２．変化を先取りした品質づくり
３．社会的責任を果たす品質の確保
４．五ゲン主義（現場、現物、現実、原理、原則）による継続的な品質改善
５．品質を考える人づくり

新光電気工業株式会社
代表取締役社長

品質コンプライアンスマインドの醸成
当社では、お客様に提出するデータも製品・サービスの一部として品質重視の視点に立ち、全社員の品質コンプライ

アンスに対するマインドの醸成と定着を目的とし、毎年11月の『品質月間（日本科学技術連盟・日本規格協会・日本

生産性本部などが主催）』にあわせ、『品質コンプライアンス教育』を実施しています。品質不正行為に至ってしまう

ときの三要素といわれている〈動機〉と〈正当化〉と〈機会〉のうち、特に品質マインドに直結する二つの要素であ

る〈動機〉と〈正当化〉を牽制するべく、2019年から時流を鑑みながら当社独自の教材を作成し、教育を実施して

います。教育受講により自らの行動を見つめ直し、心に問う機会としています。

この教育は、全社員を対象として実施するもので、2020年からは中途採用者、2021年からは外国人技能実習生にも

対象を広げて実施しています。こうした施策を通じて、ものづくりに携わる社員が一丸となって品質コンプライアン

ス問題に向き合うための取組みを継続的に行っています。

さらに、2021年から全社員対象の品質意識調査を行い、品質マインドの浸透、定着をはかっています。

今後も品質コンプライアンス教育や品質意識調査等の品質啓蒙活動を通じ、お客様から信頼されている重みを全社員

に再確認する機会を提供し、当社の大切な製品とサービスを安心・安全・誠実に届け続けていけるように取り組んで

まいります。

品質による信頼性の向上・お客様への貢献
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展示会への出展
お客様や市場のニーズをとらえるため、また新製品・新技術を中心に新光電気グループの製品をわかりやすくご説明

するため、国内および海外で開催される展示会への出展をこれまで継続的に実施してきました。2022年度は開発中

の製品を中心に下記の展示会への出展を実施しました。
No. 日時 展示会名 出展製品

①
2022年４月20日

～４月21日
MEMS Engineer Forum 2022  

（経爪型酸素飽和濃度計測モジュール）
センシングエッジデバイス（※）

②
2022年９月14日

～９月16日
SENSOR EXPO JAPAN 2022 センシングエッジデバイス（※）

③
2022年10月23日

～10月27日
The 4th International Workshop on Gallium 
Oxide and Related Materials

パワー半導体用パッケージ（POL）（※）

④
2022年11月11日

～11月13日
The 12th International Suppliers Fair 

パワー半導体用パッケージ（POL）（※）
モーターコア

⑤
2022年12月14日

～12月16日
APCS (Advanced Packaging and Chiplet 
Summit) 2022

2.3次元パッケージ用基板 （i-THOP®）（※）
光導波路付き基板（※）
カーボンナノチューブ高熱伝導シート（※）　　他

⑥
2023年１月25日

～１月27日
第15回 オートモーティブ ワールド

パワー半導体用パッケージ（POL）（※）
2.3次元パッケージ用基板 （i-THOP®）（※）
光導波路付き基板（※）
カーボンナノチューブ高熱伝導シート（※）　　他

� （※）開発中の製品

【展示会出展の様子】

APCS2022 第15回 オートモーティブ ワールド

【出展製品の紹介（一部）】

APCS2022　他
2.3次元パッケージ用基板 （i-THOP®）

第15回 オートモーティブ ワールド　他
出展製品：パワー半導体用パッケージ（POL）

※i-THOPは新光電気工業(株)の登録商標です。
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お客様への対応
新型コロナウイルス感染症拡大が沈静化に向かう中で、政府および自治体対応方針をふまえ、当社感染対策は全面的

な見直しを実施しましたが、一方で今後も感染拡大リスクが依然として残存することから、当社では自主的な感染対

策への取り組みにより感染再拡大に備えつつ、お客様とのコミュニケーションについては状況に応じた臨機応変な手

段で、ご要望にお応えしています。更には新型コロナウイルス感染症に限らず、昨今における大規模自然災害等の発生、

パンデミックにも備えるべく、BCM（Business Continuity Management）の更なる強化により、事業の継続とお

客様への供給不安の回避にむけた取り組みをお客様とともに進めてまいります。

安全と信頼への取り組み
安全保障輸出管理について

当社は、安全保障貿易管理関係法令を遵守し、違反を未然に防ぐための内部規程「安全保障輸出管理規程」を制定し、

適切な安全保障輸出管理を実施しています。また、新入社員や新任管理職、輸出製品に携わる社員への定期的な教育

を通じ、法令遵守の意識を高めています。

なお、海外製造子会社も管理対象としており、同様の教育を実施しています。

AEO事業者認定
AEO（Authorized Economic Operator)制度とは各国税関が連携した世界の枠組みです。この制度の認定を取得す

ることにより、輸出品を扱う企業としての信頼性向上と迅速な通関手続きが可能となっています。

当社は、AEO事業者として2008年に認定を取得しています。

品質マネジメントシステム認証取得
新光電気グループは、当社グループの製品をお客様が安心して採用いただけるよう、積極的な品質マネジメントシス

テムの認証取得に取り組んでいます。品質マネジメントシステムの国際規格であるISO9001については海外を含む全

ての製造拠点で認証を取得しています。また近年、市場のニーズ拡大が期待される車載製品に対しては、自動車産業

向けの品質マネジメントシステム国際規格であるIATF16949の認証取得品種の拡大を進めています。
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